
の児童が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

土器の分類体験 石器の試し切り体験 火起こし体験 を行いました。

黒曜石製の石器で紙を切る体験をしました。

舞錐（まいぎり）法という方法で、火起こし体験をしました。
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＜先生方の感想＞

縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完形土器
と見比べて分類する体験をしました。

手触り、見た目、それに土器の作り方も違ってびっくりし
ました。自分たちが時間をかけて、分類したのに、講師の
先生方はあっという間に分類し、すごいと思いました。土
器の特徴をひと目でわかるなんてさすがだと思いました。

こんなにも小さくて脆いきれいな石で、新聞がサクサク切
れて驚きました。石なのにまるでカッターのような感じで
した。昔の人は石を包丁にしようと考えてその発想に感動
しました。

簡単にできそうに思っていましたが、体験したら手や手首
がとても痛くて火を起こすのがここまで大変なのかと実感
しました。昔の人が知恵を絞って今日やったような火起こ
しからマッチやライターなどの便利な道具を作ってくれた
と思うと、これからは感謝しながら使おうと思いました。火
がなかなかつかず、ついた瞬間友達とハイタッチしてしま

本物を見る、体験する、実際に触るという活動が、いかに子どもの心に残り、いかに
大切なことかを実感しました。歴史の導入にピッタリの授業！全員が体験できたこと
によって、歴史の授業の土俵に全員で乗ることができ、今後の学習がとても楽しみ
になりました。本日はありがとうございました。
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